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論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.379 7.333 0.955 7.000

総計
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永田康浩：. 別冊「医学のあゆみ」オンラインによる医療者教育 : 81-87, 2022.

永田康浩：. 週刊 医学の歩み 280(7): 792-798, 2022.

野中文陽,川尻真也,川上 純：【ここまで進んだ仮想空間技術の医療応用】医療におけるバーチャルの到達点と可能性 
Mixed Reality技術を応用した次世代オンライン遠隔医療システムが可能とするもの. 新医療 49(8): 52-55, 2022.

永田康浩,本多由起子,中尾理恵子,井口 茂：高齢者における居住環境と健康に関する研究. 日本公衆衛生学会総会抄録集 
81回: 221, 2022.

本多由起子,前田隆浩,永田康浩：離島・へき地における産後ケアニーズの実態に関する横断研究. 日本公衆衛生学会総

会抄録集 81回: 210, 2022.

永田康浩：食道癌に対するウイルス治療、ワクチン治療の最前線 食道がん術後補助ワクチン臨床試験の探索的研究か
ら得られた知見について. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 76回: 58, 2022.

古賀智裕,來留島章太,辻 良香,川尻真也,岩本直樹,一瀬邦弘,玉井慎美,川上 純：当院における家族性地中海熱に対する遺

伝子検査体制と移行期医療の取り組み. 九州リウマチ 42(2): S47, 2022.

岩本直樹,中島好一,鈴木貴久,岡田覚丈,寳來吉朗,藤川敬太,古賀智裕,川尻真也,荒牧俊幸,岩永 希,一瀬邦弘,玉井慎美,溝上
明成,折口智樹,植木幸孝,川上 純：進行性線維化を伴う間質性肺疾患(PF-ILD)に対するニンテダニブ導入症例の特徴およ

びその安全性の解析. 九州リウマチ 42(2): S35, 2022.

川尻真也,川上 純：リウマチ性疾患のAI診療はどこまで進んだか?. 九州リウマチ 42(2): 53-59, 2022.

玉井慎美,高谷亜由子,川下由美子,川尻真也,住吉玲美,大木 望,上谷雅孝,川上 純：早期関節リウマチにおける画像所見と

治療経過に歯周疾患が及ぼす影響の検討. 日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集 50回: 111, 2022.


